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１ はじめに
古代出羽においては、７世紀の阿倍比羅夫の遠征や、天平五年（７３３）には庄内出羽柵を秋田高清
水に一挙１００km北進、さらに全国で唯一河川の駅である水駅が集中する等、海上・河川に伴う遺跡、
遺構、遺物が認められていることから、出羽北部の水上交通に関連する遺跡や地理的環境について述
べることにする。
２ 古代北海道との交流
能代市寒川Ⅱ遺跡は、４世紀から５世紀代の土壙墓群
で、墓壙形態と副葬品である後北 C式土器（図１）、横
手市田久保下遺跡は、近世アイヌが所持する「マキリ」
等の例にみられるような柄頭が逆反りする刀子が出土す
るなど、北方交流を示す遺跡として注目される。また北
大Ⅰ式土器が出土した由利郡西目町宮崎遺跡は、海岸か
ら直線で約１．４km東に位置し、遺跡の東に開けた水田
とは比高差がわずか２m前後で、絵図（図２）でみる
ように江戸期には大きな沼地を形成していた。西目町史
によれば、文政十一年（１８２８）に干拓が行われ現在の水
田が形成されたが、古代においては日本海から入り江を
経て西目川を上り、沼地（旧西目潟）の西砂丘地に営まれた遺跡ということになる。旧西目潟は、入
り江と小河川で結ばれ、まさに海上交通にとって自然の良港を呈していたと言えよう。

図１ 後北式土器

図２ 本荘藩領内絵図（部分）
（本荘市郷土資料館）
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３ 古代越後・北陸との交流
北陸との海上交通を示す史料に、阿倍比羅夫が越国から１８０艘の船団を連ねて、秋田、能代、津軽、
道南方面まで北上した斉明天皇四・五年（７５８・７５９）の遠征記事がある。比羅夫の経由地と思われる
男鹿半島周囲、旧八郎潟（図３）は、５世紀から９世紀代に、漁場としてばかりでなく湊としても活
用されていたものと考えられる。平成９、１０年に発掘調査された州崎遺跡（図３）は潟の東側に位置

し、濠が確認されるなど海から潟を経由
する中世の湊町と考えられている。
秋田城の西側に営まれた後城遺跡は８
世紀前半から９世紀後半にかけての竪穴
住居を中心とする集落遺跡である。遺跡
からは、北陸系、上野系の須恵器が出土
し、秋田城の管理下に置かれた集落と考
えられているが、一方では、擦文土器の
文様を思わせる甕形土器（図４）も認め
られ北海道等、海上交通を考える上で注
目される。

４ 大陸との交流
出羽国には神亀四年（７２７）から延暦十四年（７５９）まで、渤海使
節の５回の来着記事が認められる。その中で、来着地が記されてい
るのは「賊地野代（能代）湊」「夷地志理波村」のみであるが、安
置供給先の一部が常陸、越後国にあったこと以外、施設等の詳細に
ついては不明である。
出羽国に来着した渤海使の対応にあたった官衙は不明であるが、
出羽国府が置かれていたと考えられている秋田城跡からいくつか注
目される資料が発見されている。

①水洗厠舎跡沈殿槽内出土の寄生虫卵
秋田城跡東辺外郭線の外側、鵜ノ木
地区で検出された SB１３５１水洗厠舎跡
（図５）から発見された寄生虫卵（図
６）である。時期は、木樋の年輪年代
から７５６年以降、廃絶は出土遺物等か
ら９世紀初頭と考えられている。寄生
虫卵は、回虫、横川吸虫、日本海裂頭
条虫、有・無鈎条虫等が検出され、こ
のうち有鈎条虫は豚を中間宿主として
人に感染することが知られているが、
奈良時代の日本では豚を常食する習慣
はなかったと考えられている。中国で

八郎潟

州崎遺跡

図３ 正保四年出羽一国絵図（秋田県立図書館）

図４ 後城遺跡出土土師器
甕鋸歯状刻文

図５ 水洗厠舎跡
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は豚の飼育が盛んに行われていたことが『墨子』「備城門」や
古墳から副葬品として出土する陶器の豚便所「猪圏」等で判明
していることから、大陸からの使者が使用した可能性が指摘さ
れ注目された。
②鍔釜
鍔釜の時期は、出土層位及び伴出土器から８世紀後半頃と考
えられる。製作年代と形態から大陸の可能性が指摘されたこと
から分析を行ったが、素材の産地を明確にするには至らなかっ
た。

③墨書土器＝「客人」
第４４次調査で出土した墨書土器（図８）である。秋田城
の来訪者＝「客人」に供する食器の可能性が考えられてい
る。使用対象者は不明であるが、律令側の官人や蝦夷の饗
応等の使用は考えられない。土器の年代は、９世紀前半と
考えられることか
ら、すでに渤海使の
来着地が出羽方面か

ら北陸に移行している時期であり、大陸からの使節との関連は
検討を要する。
５ 元慶の乱の史料から見る水上交通
元慶二年（８７８）、秋田城が焼き討ちされた俘囚の反乱は『藤
原保則伝』によれば、１千余人の賊が小舟で秋田城を襲撃して
いる。乱の主謀者は、秋田城以北十二村で旧八郎潟周辺から秋
田県北部鹿角市周辺の村々まで及んでいる。県北の村は米代川
経由で日本海に、八郎潟周辺の村落も秋田湾を南下し、雄物川河口から上陸し秋田城の南、北、西か
ら攻め込むことが可能である。しかし、一時的に大量に確保した舟数から、主力は八郎潟の周囲で漁
業を生業としている俘囚と考えられる。絵図（図３）の如く、潟の出入り口が南に開いた旧八郎潟は、
干拓前までは豊富な漁獲量のある漁場であったと同時に自然の良港であったと考えられる。
６ おわりに
古代出羽国沿岸は、阿倍比羅夫の遠征や渤海使節等の度重なる来着もあり、河口や入り江、それに
八郎潟や旧西目潟のような潟湖が人や文物の交流に大きな役割を果たしてきた。また、古代東北の城
柵は、大・小河川の中・下流域や河口付近に造営されているものが多く、物資の輸送や人的交流等必
然的に何らかの形で水上交通に関わりを持っていた。さらに、河川交通においては駅伝制による水駅
が最上川、雄物川を中心に設置されていたが、水量によって激しく変化する河岸地域ということもあ
り、海上交通の湊も含めその位置や施設等については不明であり、今後の課題であろう。

１ 回虫卵 ２ 肝吸虫卵

３ 回虫卵 ４ 横川吸虫卵

図６ 寄生虫卵

図７ 鍔釜

図８ 墨書土器「客人」

― 45―




